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■ 教育理念・目的

• 平成元年４月 広島県立大学開学（前身は広島農業短期大学（昭和29年4月開学））

• 平成６年４月 広島県立大学に大学院生物生産システム研究科（修士課程）開設

• 平成10年４月 広島県立大学に大学院生物生産システム研究科（博士課程）開設

• 平成17年４月 県立３大学（広島県立大学、広島立広島女子大学、 広島県立保健福祉大学）

 の統合・再編により、県立広島大学開学。同時に大学院も統合・再編により

 総合学術研究科（生命システム科学専攻（博士課程前期・後期）、人間文化

 学専攻、経営情報学専攻、 保健福祉学専攻（いずれも修士課程））開設。

• 平成19年４月 公立大学法人県立広島大学設立

• 平成26年２月 広島県立大学廃止

• 平成26年９月 生命システム科学専攻（博士課程前期）に

学位取得のための講義を英語で実施する留学生受入制度を導入

• 平成30年４月 専攻内の教育研究分野を再編成し、応用生命科学、生体機能制御学、

食品資源科学、環境科学の４分野とする。

• 令和3年４月 広島県公立大学法人に名称変更

■ 沿革

生命科学、食品資源科学、環境科学に関する高度
な教育研究の中で、人類が抱える諸問題の解決に
取り組む専門性の高い人材を養成することを目的
としています。

生命科学、食品資源科学、環境科学等の諸問題に
対し、高度な専門知識、創造力及び問題解決能力
をもって柔軟に取り組む指導的役割を担うことが
出来る国際的な視野を持った人材を育成します。

■ 人材育成目標
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～真理の探究が育む未来を切り拓く力～

本専攻では、生命科学、食品資源科学、環境科学に関

する高度な教育研究の中で、人類が抱える諸問題の解

決に取り組む専門性の高い人材を養成することを目的

としています。

博士課程前期では、応用生命科学分野、食品資源科学

分野、環境科学分野の各分野において、それぞれの分

野の専門家である教員の指導の下、高度な専門知識や

技術をもった研究スペシャリストを育成します。また、

研究成果を基盤とした産学官連携・地域貢献活動を推

進しています。博士課程後期からは、生体機能制御学

分野も加わり、高度な専門知識、創造力及び問題解決

能力をもって柔軟に取り組む指導的役割を担うことが

できる国際的な視野を持った人材を育成します。修了

生は化学・製薬、医療・福祉、公務員、博士研究員・

大学教員など、様々な分野で活躍しております。

大学院の標準修学期限は、博士課程前期で2年、後期

で3年と、決して長いものではありません。しかし学

部教育で学んだことを基礎に、自ら考えて課題に取り

組む能力が養われ、飛躍的に成長するのがこの時期で

す。大学院での学びを、生涯にわたる学びや研鑽の礎

として活かし、地域および国際社会において活躍され

ることを期待しています。

生命システム科学専攻長

金岡 雅浩

■専攻長ごあいさつ
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〇 応用生命科学分野

概 要 分野を構成する科目群 担当教員

生命科学領域を基盤として、
タンパク質、糖、脂質や遺伝子
などの生体分子レベルで生命を
高度に探求し、細胞活動や生物
機能を解明して、その成果の社
会還元を図る。

分子植物病理学 安藤 杉尋

細胞外マトリックス学 伊原 伸治
(R9年度は開講なし)

植物分子遺伝学 金岡 雅浩

細胞機能制御学 齋藤 靖和

進化ゲノム情報学 菅 裕

応用植物科学 福永 健二

超分子構造学 八木 俊樹

分子生理学 山下 泰尚

生体機構学 阿部 靖之

生体ストレス応答学 岡田 守弘
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〇 生体機能制御学分野（博士課程後期のみ）

概 要 分野を構成する科目群 担当教員

分子・細胞レベルでの生
体の機能制御を高度に探
究し、その解明を通して、
先進医療技術や医薬品開
発などの健康科学領域を
基礎・応用的に展開する。

運動制御学特論
金井 秀作

  (博士課程後期のみ)
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〇 食品資源科学分野

概要 分野を構成する科目群 担当教員

生物の育種や生産技術、製造や流
通までを高度に探究し、食品資源
領域にかかわる生物機能を解明し
て、その有効利用を図る。

植物栄養管理学 岡元 英樹

植物細胞培養工学 荻田 信二郎

食品加工貯蔵学特論
谷本 昌太

 (博士課程後期のみ)

農業経営学 朴 壽永

応用脂質化学 山本 幸弘

果樹園芸学 藤田 景子
(博士課程前期のみ)

食品評価学 馬渕 良太

ファーミングシステム学 村田 和賀代
(博士課程前期のみ)

食品製造工学 吉野 智之
(博士課程前期のみ)

食農マーケティング学 川辺 亮
（博士課程前期のみ）

リズム植物生育学 谷垣 悠介
(博士課程前期のみ)

施設園芸学 古山 真一
（博士課程前期のみ）
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〇 環境科学分野

概要 分野を構成する科目群 担当教員

生物圏における物質循環の把握、
予測、予防のための科学技術を
探求し、環境・資源計測システ
ム等の構築に取り組むとともに、
陸域・水圏などの環境・生態系
の分析を通して、地球規模での
修復・保全技術の開発などに取
り組む。

環境物質動態学 尾崎 則篤

環境材料化学 大竹 才人

環境マネジメント工学 小林 謙介

環境リスク学 橋本 温

大気環境学 米村 正一郎

環境高分子化学 青栁 充

環境機器分析学 小関 良卓

水圏環境化学 内藤 佳奈子
(博士課程前期のみ)

無機分析化学 西本 潤

環境システム評価分析学
特論

折本 寿子
 (博士課程後期のみ)

環境災害情報 特論 重安 哲也
  (博士課程後期のみ)

環境データ統計解析
特論

冨田 哲治
  (博士課程後期のみ)

環境知能システム 特論 韓 虎剛
  (博士課程後期のみ)
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運動制御学特論  Kinesiology and motor control                                
金井 秀作（教授）   

Shusaku KANAI (Professor)  

0848-60- 117311 kanai@pu-hiroshima.ac.jp 

https://www.pu-hiroshima.ac.jp/site/kenkyu- 
shoukai/kanai.html 

Research topics 
1) Effects of traditional physical agents and therapeutic exercise 

2) Disability science by observational motion analysis 

3) Musculoskeletal motor  control 

4)Development and validation for training equipment and welfare 

device 

 
研究概要                              
関節痛などの運動機能不全により日常生活動作の制限が生

じることは広く知られている。最近ではその対策として科学

的根拠の乏しいテーピング等による物理的運動制御が世間

一般に実践されているが、そのほとんどは科学的検証がなさ

れておらず問題点が多い。一方で古典的な物理的運動制御の

中には、最新の運動学分析（三次元動作解析、動作筋電図、

床反力等）を用いて検証することで、新たな効果を発見でき

ることが多い。そこで運動学的観点から関節・筋などの運動

制御機能を検証することで、病態運動制御に対する不明瞭な

民間療法の淘汰と古くて新しい効果的な物理的運動制御方

法の発見に寄与できる研究を行う。 

 

 

 

 
The mean changes of the 
navicular height and forefoot 
angle relative to the rear foot 
during the stance phase in 
baseline of ESG. NH = 
navicular height from plantar 
plane, AB = abduction angle 
(transverse plane), DF = 
dorsiflexion angle (sagittal 
plane), EV = eversion angle 
(frontal plane). 

 

研究課題                               
１）古典的物理療法および運動療法の効果検証に関する研究 

２）運動動作観察による障害科学的分析に関する研究 

３）運動学的観点から関節・筋などの運動制御機能を検証す
る研究 

４）運動学的観点からの福祉機器および訓練機器の効果検証
および開発に関する研究 

 

主要論文                               
1) Okamura K, Kanai S, et al, The effect of additional activation of the 

plantar intrinsic foot muscles on foot dynamics during gait., Foot, 

34, 1-5, 2017 

2) Okamura K, Kanai S, et al, Does the weakening of intrinsic foot 

muscles cause the decrease of medial longitudinal arch height?, 

JOSPT, 29, 1001-1005, 2017 

3) 井出本憲克, 金井秀作，他，伸縮性・非伸縮性テーピングが
足関節の制動性に与える影響，臨床バイメカ，36，105-109，
2015 
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環境知能システム Intelligent Control of Environmental Systems                              
韓 虎剛 (教授)  

Hugang HAN (Professor)  

082-251-95601 hhan@pu-hiroshima.ac.jp 

https://www.pu-hiroshima.ac.jp/site/kenkyu-
shoukai/kan.html 
Research topics 

Our research interests consist of two parts: adaptive fuzzy control 

system design (see the image in the right column) and its applications to 

environmental issues. For the first part, we have recently been working 

on a so-called uncertainty observer, which is involved in the controller 

design in an effort to improve control performance. For the second part, 

the research focuses attentions on water quality prediction model and its 

control issues using fuzzy logic and the approaches we proposed. Some 

research topics are as follows. 

1) Water quality modeling of an urban stream and development of fuzzy 

water quality prediction model; 

2) T-S/polynomial fuzzy control system in consideration of modeling 

error and its applications to intelligent environmental systems; 

 
研究概要                               
環境諸問題における現状の把握とそのメカニズムの解明が必

要であり、従来工学で用いられる定量的なモデル解析手法が不
可欠である。一方、複雑な様相を呈する環境諸問題の数学モデ
ルに精度の問題があり、従来の定量的な解析手法が不十分であ
るため、精密な数学モデルを必要としない人工知能、特にファ
ジィ理論のような定性的な解析手法の援用が期待されている。
本研究では、システム制御理論、ファジィ理論をバックグラン
ドにし、いくつか環境問題、特に都市河川水質を取り上げ、そ
のメカニズムを解明したうえ、環境知能システムの構築を目的

としている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究課題                               
１) 河川水質モデリングとファジィ水質予測モデルの構築 
２) システムの不確かさを考慮した T-S／多項式ファジィシス

テムとその環境システムへの応用 
 

主要論文                              
1) H. Han, “Observers-based controller  for a class of Takagi-Sugeno 

fuzzy models with uncertainty,” IEEJ on Electrical and Electronic 

Engineering, vol.15, pp.259-267, doi:10.1002/tee.23053, 2020. 

2) H. Han, et. al., “State and disturbance observers-based polynomial 

fuzzy controller,” Information Sciences, vol. 382-383, pp. 38-59, 

2017. 

3) H. Han, “an observer-based controller for a class of polynomial fuzzy 

systems with disturbance,” IEEJ TEEE C, vol. 11, no. 2, pp. 236-242, 

2016. 
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■博士課程前期の特色

17.5%

15.0%

5.0%

26.3%

10.0%

8.8%

7.5%

5.0%
5.0%

化学・製薬（技術系）

医療・福祉業（技術系）

食品（技術系）

その他（技術系）

大学院進学（博士課程後期）

公務員，学校教員

サービス業，小売業

建設，ライフライン

その他

広範な基礎・応用生命科学や環境科学の科目履修による
研究スペシャリストの養成を行っています。

１ 多様な学生を受け入れるための
幅広い分野の研究指導を行っています。

２ 研究成果を基盤とした
産学官連携・地域貢献活動を推進しています。

博士課程前期修了生の進路（過去５年間：計80名）
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